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古屋圭司⽒＝藤井太郎撮影

 私が衆院議員に初当選した32年前、1990年の選挙の際にパンフレットの
項⽬に憲法改正を⼊れた。⽀援者からはこんなことは⾔わずに社会資本の
整備などを前⾯に出すべきだとかなり強く⾔われた。私は、国会議員を⽬
指すものとして訴える責任があるから、と⾔って公約の最後に⼊れさせて
もらった。

 それを思えば今は隔世の感がある。ターニングポイントは地道に憲法改
正を訴えてきた安倍晋三元⾸相の登場だった。

第1次政権の反省があった

 安倍⽒に「戦後レジーム（体制）からの脱却」という考え⽅があったの
は確かだ。しかし、第1次政権では⾃分の主張を前⾯に出して失敗した。第
2次政権では考えは変えないが、⼿法を⼯夫して、まわりを引っ張り込んで
⼀つ⼀つ前に進むやり⽅をするようになった。

政治をもっとオープンでフェアにする
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 憲法改正についても同じだ。⾃⺠党は憲法改正の4項⽬をまとめている。
しかし、4項⽬のなかでも、安倍⽒が⼀番こだわっていたのは⾃衛隊明記
だ。私が⾃⺠党の憲法改正実現本部の本部⻑になり、安倍⽒に相談に⾏っ
た時も「国を守る根本の組織が中途半端なままでいいのか」という強い思
いを感じた。安倍⽒は戦後初めての憲法改正の項⽬を⾃衛隊明記にしたい
と考えていた。

 本来なら9条全体を書き直すのが理想だから、第1次政権の時ならば、そ
れを前⾯に出したかもしれない。しかし憲法を改正できるのは主権者であ
る国⺠による国⺠投票だ。その国⺠投票で過半数をとれなければ改正はで
きない。だから、まず⾃衛隊明記という「最初の⼀歩」から進めようと考
えた。

 安倍政権では平和安全法制（安全保障法制）にも取り組んだが、⾃衛隊
を明記しても集団的⾃衛権の問題は残る。平和安全法制は前段にすぎな
い。安倍⽒はもっと先を⾒ていた。

観閲式に出席する安倍晋三⾸相（奥中央、当時）＝埼⽟県の陸上⾃衛隊朝霞訓練
場で2016年10⽉23⽇、宮武祐希撮影

丁寧に進める



 もっとも、憲法改正の具体的な項⽬については、⾃⺠党だけで考えるも
のではない。衆参の憲法審査会で幅広い合意が得られるものでなければ国
会で発議して、国⺠投票にかけることはできない。⾃⺠党が前⾯に出すぎ
ると他党が引いてしまう。バランスを取りながら前に進めることは⾮常に
難しい。けれどもそのほうが結果的に世論の⽀持も得られる。憲法審査会
での丁寧な対応は⼤前提だ。

 同時に国⺠にも丁寧に説明する必要がある。たしかに改憲勢⼒（⾃⺠
党、公明党、⽇本維新の会、国⺠⺠主党）は衆参両院で3分の2以上の議席
がある。だからといってすぐに憲法改正ができるわけではない。

 ⾃⺠党は全国で憲法改正への理解を訴える講演会を開いている。党憲法
改正実現本部に登録された講演会だけでも300回を超えた。登録をしていな
いものも含めれば倍以上になるのではないか。2009年衆院選で⾃⺠党が政
権を失った後、全国でふるさと対話集会を開いて⽀持を訴え、政権復帰の
⼒となった。その良き前例を教訓に、集会を重ねて、戦後初の憲法改正に
つなげたい。



衆院本会議で古屋圭司拉致問題担当相（左）の⾔葉を聞く安倍晋三⾸相（いずれ
も当時）＝国会内で2013年4⽉12⽇、藤井太郎撮影

 ＜政治プレミアトップページはこちら＞

古屋圭司
元拉致問題担当相

 1952年⽣まれ。90年衆院初当選。国家公安委員⻑、党選対委員⻑、衆院議院運
営委員⻑などを歴任。党憲法改正実現本部⻑。衆院岐⾩5区、当選11回。⾃⺠
党。
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